
次 第

１ 開 会

２ 報 告

(1)これまでの首里城復興への取組状況

(2)首里城復興基金（寄附金）活用の取組（国との協議）状況

(3)首里城復旧・復興推進本部会議及び同ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟの設置要綱改正

3 議 題

令和４年度首里城復興基本計画推進事業（案）

４ 閉 会

令和４年度 第１回 首里城復興推進本部会議

日時：令和４年６月１４日（火）１５:０0～１６：００
場所：6階第2特別会議室
進行：土木建築部 首里城復興課



【報告１】

これまでの首里城復興への取組状況
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【資料３】焼失直後の首里城の状況
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出典 https://www.youtube.com/watch?v=B9jTEFVcyXA

令和３年度・４年度の状況

木材倉庫・加工場、原寸場、素屋根、北殿北側見学通路イメージ

奉神門■木材倉庫・加工場（令和３・４年度）

■素屋根（令和４年度後半）

■原寸場（令和３・４年度）

■北殿北側見学通路（令和３年度）
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国営沖縄記念公園首里城地区
（国営公園区域）

県営公園区域

首里杜館

玉陵 園比屋武御嶽
弁財天堂

円覚寺

龍潭

中城御殿跡

首里城公園の管理状況

首里城公園管理区分図
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中城御殿跡

松崎馬場

円覚寺跡

首里城正殿等



首里城正殿等の復元に向けたスケジュール（国）
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Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

方

針

・

計

画

寄

付

金

基

金

県

民

参

画

イ

ベ

ン

ト

会

議

・

委

員

会

基本的な考え方公表
12/26

復興基本計画策定
3/29有識者懇談会

復興基本方針策定
4/24

新たな沖縄振興計画スタート

適宜開催

首里城火災に係る

再発防止検討委員会

9/11中間報告 3/30報告書 首里城公園管理体制構築

検討委員会

（H22～26/

中城御殿跡地整備検討委員会） 中城御殿跡地整備検討委員会

首里城復旧・復興推進本部会議

適宜開催国の技術検討委員会への参画

首里城扁額製作検討委員会

首里杜構想検討部会

（首里城復興基本計画検討部会）

首里杜地区整備基本計画

検討委員会

首里城復興基本計画推進事業（毎年更新）

制作物
覚書締結
7/30

寄付金
受入終了

大径材
覚書締結
9/23

赤瓦
覚書締結
12/21

扁額
協議・合意
3/30

首里城復興基金

首里城未来基金

・破損瓦再利用アイデア募集・漆喰シーサー作りイベント・プロジェクションマッピング・伝統芸能披露

・シンポジウム開催・ＷＥＢサイト、ＳＮＳ運営 等

木曳式
10/29-11/3

首
里
城
火
災

10
月
31
日

首里城公園管理体制

構築計画策定

新首里杜構想
（首里城復興基本計画に含む）

首里杜地区

整備基本計画策定

制作物監修会議

首里城復元・復興に向けたスケジュール（県）
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＜計画の位置づけ＞
本計画は、首里城復興基本計画の基本施策２「火災の原因究明及び防火設備・施設管理体制の強化」に関する個別の実施計画

であり、「首里城火災に関する再発防止策等報告書」の提言を踏まえ、沖縄県が策定した「首里城火災に係る再発防止策（基本
的な方向性）」の具体的な行動計画を示すものです。

首里城火災に関する再発防止策等報告書(令和３年３月)

首里城火災に係る再発防止策(基本的な方向性)(令和３年４月)

首里城公園管理体制構築計画(令和４年４月)

首里城火災の再発防止に関する取組

首里城復興基本方針(令和２年４月)

首里城復興の基本的な考え方(令和元年12月)

令和２年３月～ 首里城火災に係る再発防止検討委員会

令和３年７月～ 首里城公園管理体制構築検討委員会

首里城復興基本計画(令和３年３月)

1 2 3 4 5 6 7 8

基本施策２に関する個別の実施計画

基本施策

＜首里城公園の管理体制の構築を目指す時点（取組の目標時点）＞
正殿工事等に伴う首里城公園内の状況の変化に応じた管理体制の構築が求められることから、本計画における管理体制の構築

を目指す時点を以下の４つの時点としました。なお、正殿単体完成時から城郭内全体完成時までは、北殿・南殿等の復元検討と
あわせて、取組の目標時点を検討します。

R5

木材倉庫・原寸場
完成時

素屋根
完成時

正殿単体
完成時

R8

城郭内全体
完成時

R4

北殿・南殿等の復元検討と
あわせて取組の目標時点を検討

：開園エリア増

：工事エリア ：工事エリア

：開園エリア増

正殿

素屋根 完成時 正殿単体完成時

R5 R8

：開園エリア増

：工事エリア

木材倉庫・原寸場 完成時

R4

原寸場
・
木材
倉庫

素屋根

原寸場
・
木材
倉庫

首里城公園管理体制構築計画（令和４年４月策定）の概要
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首里城公園の管理体制の構築に向けた取組の実施工程表 【令和４年４月策定】
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中城御殿イメージパース

１９４５年の写真

【施設概要】
王国末期から戦前に至る王家ゆかりの屋敷で竣工間

取図などの復元（再現）を可能とする根拠資料が存在す
る。

【事業実施場所】
旧県立博物館跡地（首里城公園（県営区域）内）

【規模・総事業費】
敷地面積 ： 約１１，３３０㎡
延べ床面積： 約３，８７０㎡（RC造3,030㎡、木造
840㎡）
総事業費 ： 約５５億円

【令和３年度整備基本計画改定の概要】
・首里城復興基本計画を踏まえ主に以下の項目を見直し
①展示収蔵計画の拡充見直し（美術工芸品の保存管理）
②施設全体の防災・防火対策の強化
③公園全体の一体利用、魅力向上に資する利用の拡充

首里まちづくり研究会作成パース

【中城御殿整備スケジュール（案）】

中城御殿跡地整備の概要
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○目的
首里城復興基本計画の基本施策に位置付けられた「新・首里杜構想に

よる歴史まちづくりの推進」を目的とし、首里杜地区の目指す姿や具体
的な施策などをとりまとめた計画である。

○計画期間
・計画期間は、令和4年度から令和13年度までの10年間とする。
・正殿完成予定の令和8年度までを前期５年、以降を後期５年とする。

○計画の特徴
計画の各取り組みについては、具体的なロードマップを整理している。

また、多様な主体が連携して効果的なまちづくりを行えるよう、テーマ
やエリアごとに関連する施策や事業をパッケージ化した点が特徴である。

後　　期　（5年）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027～2031年度

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和7年度 令和8年度 令和9～13年度

4 継続 無電柱化推進事業　（県道49・50号線） 県（道路管理課）

5 継続 公共事業における景観アセスメント 県（都市計画・モノレール課）

③共創の景観まちづくりの推
進

地域人材の育成 11 継続 沖縄らしい風景づくりに係る人材育成 県（都市計画・モノレール課）

①幅広い歴史文化資源の再
評価と保存・活用

推進に向けた調査・計画の策定 15 新 第32軍司令部壕保存・公開 県(女性力・平和推進課)

16
継続・
新

中城御殿跡地整備 県（首里城復興課・都市公園課）

17 継続 円覚寺三門復元工事 県（文化財課）

18
継続・
新

龍潭周辺整備（松崎馬場、世持橋等） 県（首里城復興課・都市公園課）

20-1 新 指定文化財周辺の環境整備（南城郭、継世門等の修復保全） 県（文化財課）

③歴史文化資源の魅力向上・
活用や新たな資源の創出

地域と協働による新たな文化資源の
創出

21-1 新 地域資源の調査及び修景等 県（首里城復興課）

主要渋滞箇所の対策 22
継続・
新

渋滞ボトルネック対策 県（道路街路課）

23 新 首里杜館駐車場の大型バス予約制による平準化 県（首里城復興課・都市公園課）

24 新 駐車場の満空情報の発信・誘導（首里杜館及び周辺駐車場） 県（首里城復興課・都市公園課）

25 継続 パーク＆ライドの推進（てだこ浦西駅、崎山P&R等） 県（首里城復興課）

27 新 循環バス、シャトルバス等の導入促進 県（首里城復興課）

28 継続 MaaSの促進（シームレスな移動環境の提供） 公共交通事業者

29
継続・
新

シェアサイクル等の促進（自転車利用促進策）
県（交通政策課）
那覇市（都市計画課）

自動車利用の行動意識の変革 30
継続・
新

モビリティ・マネジメント
県（交通政策課）
那覇市（都市計画課）

31 新
観光客の受入体制等の整備
（DXの推進、観光交通対策、バス乗降場、P&R駐車場等）

県（首里城復興課、観光振興課）

32 新
サステナブル、レスポンシブル、ユニバーサルツーリズムの推
進

県（首里城復興課、観光振興課）

33 新
ビッグデータ等の蓄積、分析、施策立案、効果検証
（TDM施策推進アクションプログラム）

県（交通政策課）

②安全・安心で歩きたくなる
市街地の形成

安全・安心で快適な暮らしを支える道
路整備

35 継続 龍潭線街路整備事業 県（道路街路課）

（２）歴史文化資源等の保
全・整備・活用

②拠点資源及び周辺の保全・
復元・整備

歴史文化資源の保全・復元・整備

（３）暮らしと観光が両立
した住みやすく魅力的な
まちづくり

①暮らしと観光の両面からの
交通環境の継続的改善

駐車場マネジメント

公共交通の利用促進

観光地マネジメントの推進

前　　期　（5年）

（１）古都首里を感じられ
る空間の創出

景観に配慮した良質な公共空間の創
出

事業主体事業小項目方針 中項目
取り組み
No

継続
or
新規

①古都首里を感じられる良
好な景観形成の推進

2026（令和8）年 首里城正殿完成予定

モビリティ・マネジメント、交通マナーの啓発

調査(文化財) 設計 工事

景観アセスメント対象事業の選定・実施

人材育成・シンポジウム等の計画・実施等

調査・設計

設計

工事

有識者委員会

における検討

工事

工事等（順次実施）

調査・設計・工事等（順次実施）

取り組み方針の検討 調査・設計 整備等（順次実施）

運用イベント時における実証実験

運用中 運用中・サービス規模の向上検討

拡幅整備 （平成１１年～）

運用

運用

交通量調査、渋滞長調査、対策検討、対策実施（順次実施）、効果検証

システムの開発 試行

調査・検討

広報・啓発活動、利用促進策の検討・実施等

試行

首里観光のあり方検討

観光客の受入体制等の整備

TDMデータ分析プラットフォームの活用

DXの推進、観光交通対策、バス乗降場、P&R駐車場等

周遊、案内サインやICTを活用した案内策など

○計画の推進体制
令和４年度に、有識者、行政関係、地域団体、関係事業者等で構成する「首里杜まちづくり推進協議会」を設置し、計画の進

捗管理や改善を実施予定。協議会では、県、那覇市、地域団体の三者にて事務局を担い、計画の実現に向けた推進体制を構築す
る予定である。

○取り組みロードマップ（一部抜粋）

首里杜地区整備基本計画（令和４年４月策定）の概要

11



国学首里・聖廟石垣

首里まちづくり研究会作成パース

首里城復興におけるＤＸ推進に関する連携協定(R3.6.1締結)

首
里
城
復
興
に
お
け
る
課
題
解
決
の
継
続
的
Ｄ
Ｘ
推
進

目指す将来像と解決すべき課題からのバックキャスティング（※）で
「DX:デジタルトランスフォーメーション」を実現

首里城復興におけるＤＸ実現への検討

（※）バックキャスティング：「未来のあるべき姿」(目指す将来像)から逆算して、改善を繰り返して実現を目指すこと

連携協定締結企業「 」

解決すべき課題 調査・検証 目指す将来像社会実験

・駐車場マネジメント
・駐車状況検知
・渋滞予測

デジタル展示に伴う
効率的な効果測定

・園内利用状況可視化
・来園者へ情報発信

・定量データに基づいた
公園管理業務の効率化
・来園者の行動変容
による周遊促進
・来園者へ安心・安全の
提供

・駐車場利用の平準化
・渋滞問題の解消

見せる復興の実現

・駐車場システム試行
・駐車場利用状況
可視化

・デジタル展示
・顧客導線分析

見せる復興に関する
こと

ニューノーマルにおけ
る新たな観光施設の
ありかたの実現

暮らしと観光が両立
したまちづくり

・首里城公園・施設
入場者計測
・人流解析
・密状況検知

・・・R３年度着手中 12



旗頭我栄

令和３年度首里城復興イベント概要

ナイトタイムコンテンツ R4.3/4～6 会場：首里城公園

ものづくり体験×地域交流 R4.3/5～6 会場：中城御殿跡

夜の琉球芸能(下之御庭・北城郭ステージ)

首里天ぬ群星天の川プロジェクト

北城郭公演

漆喰シーサーづくり

オキナワウラジロガシ苗木づくり等
R4.2/28 会場：国頭村

①「国頭村と首里城のつながり」を学ぶ出前講座
②「未来の首里城に」子どもたちの苗木づくり
（オキナワウラジロガシの後継木） 13



学術機関と連携したシンポジウム開催

琉球大学・県立芸術大学・県の共催で首里城復興の学術的なシンポジウム（オンライン）を開催
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○ 首里城に象徴される沖縄の歴史と文化を次世代へ継承していくため、「首里城復興STORY～過去から未来へつなぐ想い～」を

発行し、県内全ての小・中・高・支援学校にＤＶＤ又は冊子を配布。一部学校での出前授業も実施した。

○ 本冊子は動画にし、首里城復興サイトに掲載しており、いつでも閲覧可能。

詳細は、「首里城復興サイト」

をご覧ください。

https://www.shurijo-
fukkou.jp/video/

検索首里城復興サイト

首里城復興の次世代継承に向けた取組（副教材作成・配布）

15

県内中学校での出前授業の様子

https://www.shurijo-fukkou.jp/video/


○ 世代や立場を超えて、様々な主体による首里城復興に対する多様な取組が相互に連携・協働できるよう、関係者へのインタ

ビュー動画「#つなぐ首里城 への思い」を公開。（副教材用のコンテンツもあわせて掲載）

首里城復元工事の国担当者 管理体制に関する検討
委員会の委員長

首里城公園の県担当者 被災した美術工芸品の
修理担当者

伝統芸能を学ぶ大学生

伝統工芸を学ぶ大学生 首里で活動する地域団体
代表者

首里の景観まちづくり
担当者

首里の魅力を紹介する
観光ガイド

首里織の継承に取り組
む織り手

現代版組踊の舞台に立つ
中高生

首里城募金活動を主催
した学生

首里城再興に関わる研究者
たち

首里城応援ソング作曲家 首里城を県外学生へ情報
発信する高校

首里城復興STORY
～過去から未来へつな
ぐ想い～

琉球文化「組踊」を学ぶ

詳細は、「首里城復興サイト」をご覧ください。
https://www.shurijo-fukkou.jp/video/

検索首里城復興サイト

多様な主体による首里城復興への思いを発信（動画製作）

（副教材コンテンツ）
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https://twitter.com/hashtag/%E3%81%A4%E3%81%AA%E3%81%90%E9%A6%96%E9%87%8C%E5%9F%8E?src=hashtag_click
https://www.shurijo-fukkou.jp/video/


（１）地方版図柄ナンバープレート制度の概要

 国土交通省においては、“走る広告塔”としてのナンバープレートの機能に着目し、地域の風景や観光資源を図
柄にした地方版図柄入りナンバープレートを交付している。

 ナンバープレートの発行費用時、1,000円以上の寄付をしてくれた場合、フルカラーとなる。この寄付金は、導入
地域における地域交通のサービス改善 、観光振興などに資する取組への「助成事業」に活用される。

（２）首里城図柄プレートの導入で期待できる効果

 プレートを導入することにより、県民の首里城復興への継続的な関心につながる。

 プレート発行に伴う寄付金を活用し、地域を主体とした首里城近辺の交通問題解消、観光と調和したまちづくり等
に継続して取り組むことが可能。

首里城図柄入り自動車ナンバープレート導入計画

イメージ（デザインは１つのみで、白黒とカラーがある）

（３）令和３年度の取組状況

 県内４１市町村全てから、首里城をモチーフとした図柄導入への同意取得済み

 国（沖総局）、美ら島財団、ＯＣＶＢ、レンタカー協会、県による検討チーム発足済み

 県内在住の18歳以上を対象にアンケートを実施し、71.3％が首里城図柄導入に賛成（サンプル数736）

(736) 100%

賛成である 525 71.3%
反対である 51 6.9%
どちらでもよい 160 21.7%

（４）今後のスケジュール

 Ｒ４年度中に国へ導入申請、デザインを決定

 Ｒ５年度にプレート発行開始予定
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